
音友レコード倶楽部ＰＲ動画！
「音友レコード倶楽部」を
わかりやすく説明したＰＲ動画を是非ご覧ください。

常連の参加者との共同製作です。
撮影、編集はギター奏者の永瀬晋が担当。
新規参加の前に、ぜひご覧ください。
YouTube配信中。

Ｍマガジン・サポーター（店舗情報の詳細は「音楽好きな友の会」公式ウェブサイトにてご確認下さい）
●公共機関
・区役所 中原区役所５Ｆなかはらっぱ 中原区小杉町 3-245　Tel.044-744-3113
・会館 川崎市国際交流センター 中原区木月祗園町 2-2　Tel.044-435-7000
・会館 川崎市生涯学習プラザ 中原区今井南町 28-41　Tel.044-733-5560
・会館 かわさき市民活動センター 中原区新丸子東 3-1100-12 　Tel.044-430-5566
・郵便局 川崎井田郵便局 中原区井田中ノ町 25-1　Tel.044-766-9724
・郵便局 川崎ブレーメン通郵便局 中原区木月1-31-5　Tel.044-455-1800
・郵便局 川崎木月郵便局 中原区木月住吉町11-12　Tel.044-411-9800
・郵便局 川崎木月大町郵便局 中原区木月大町11-27　Tel.044-722-3617
・放送局 かわさき FM 中原区小杉町1-403 武蔵小杉タワープレイス　Tel.044-712-1791
・推進協議会 「音楽のまち・かわさき」推進協議会 幸区大宮町1310 ミューザ川崎セントラルタワー 5階　Tel.044-544-9641
●元住吉西口（ブレーメン通り／井田中ノ町商店街通り）
・コミュニティーセンター 元住吉コミュニティーセンター 中原区木月1-29-18　Tel.044-422-3626
・音楽教室 SouleaveMusic School 中原区木月伊勢町10-1三起ビル302　Tel.044-750-8992
・鉄板焼 ゆうき亭 中原区木月1-28-16　Tel.044-434-6999
・ヘアサロン キャメルヘアーデザイン 中原区木月1-32-10 中嶋ビル1F　Tel.044-872-7375
・カフェ 水谷珈琲 中原区木月1-32-16 1F　Tel.044-577-4288
・音楽教室 ファミーユミュージックStudio 中原区木月1-32-22コトドオルウチダ 101　Tel.044-766-0184
・果物 フルッチョ 中原区木月1-35-1　Tel.044-433- 3338
・楽器店 スミノ楽器店ショールーム 中原区木月3-10-3　Tel.044-411-5516
・ドラム教室 ムールドラムス 中原区木月3-10-20 永塚ビル103　Tel.080-3354-3210
・コーヒー専門 MUI 中原区木月3-13-2　Tel.044-767-1368
・イタリア料理 オステリアボッカーノ 中原区木月3-17-16 新井ビル B1F　Tel.044-411-1003
・音楽教室 島倉 学ミュージックスクール 中原区木月3-35-1ART FLATS B1F　Tel.044-567-5940
・音楽教室 有隣堂日吉センター 中原区木月4-31-7　Tel.044-411-5701
・コインランドリー マンマチャオ元住吉店 中原区井田中ノ町4-1 メゾンアッシュ　Tel.0120-027-217
・理容室 Hair Salon Airs 中原区井田中ノ町 5-3 関根ビル1F　Tel.044-755-0273
・接骨院 井田名倉堂・栗山接骨院 中原区井田中ノ町 6-27　Tel.044-766-0850
・ヘアサロン 波照間 中原区井田中ノ町 8-1　Tel.044-797-5692
・カフェ フォレストコーヒー 中原区井田中ノ町 33-1　Tel.044-754-1156
・時計・貴金属 つだとけいてん 中原区井田中ノ町 33-2　Tel.044-766-6022
・不動産 福街不動産 中原区木月祗園町12-1　Tel.044-750-0409
●元住吉東口（オズ商店街通り）
・介護センター みずたま介護ステーション元住吉 中原区木月2-2-3 メゾンミール元住吉　Tel.044-430-6963
・鍼灸院 和式整体＆整心の『響氣』 中原区木月2-3-35 住吉名店センター 401 Tel.044-433-2880
・介護センター ツクイ 中原区木月2-8-5MKビル1-B　Tel.044-431-0027
・古本・ＣＤ 凸っと凹っと 中原区木月2-10-3 205 ベンチャーマックス　Tel.044-411-7959
・動物病院 シリウス犬猫病院 中原区木月2-10-6　Tel.044-789-9030
・調剤薬局 綱島街道薬局 中原区木月2-16-10　Tel.044-750-0374
・イタリア料理 自在屋 中原区木月4-10-6　Tel.044-433-5644
・STEAK ステーキグラム元住吉店 中原区木月住吉町 7-7　Tel.044-433-4129
・音楽教室 PCK Music Studio（桂 宏美ヴォーカル教室）中原区木月住吉町 21-5 鈴木ビル 3F-D　Tel.070-5597-2230
・ライブハウス パワーズ 2 中原区木月住吉町 21-5　Tel.044-455-0007
・音楽教室 Studio An（スタジオ・アン） 中原区苅宿4-48 　Tel 045-312-3146( 横浜アオバ楽器 )
●武蔵小杉近郊
・紅茶専門店・喫茶室 Tea House ローズマリー 中原区小杉町 3-70-4 ホーユウパレス1F　Tel.044-733-1076
・蕎麦店 そば あさひや 中原区小杉御殿町 2-42-7　Tel.044-722-1768
・珈琲店 Cafe TEMO（テモ） 中原区上小田中 6-1-5　Tel.044-755-8234
・喫茶店 Coffee Spot Life（ライフ） 中原区上小田中 6-22-13　Tel.044-722-0024
・喫茶店 ピアノ&ギャラリー　喫茶ループ 中原区田尻町 58-２　Tel.044-589-5513
●元住吉近郊・他
・喫茶室 シンフォニー 川崎市幸区矢上11-1　Tel.044-599-3499
・調剤薬局 駒沢通り薬局 東京都目黒区中央町 2-40-8　Tel.03-6412-7318
・写真 PHOTO SHOP 銀嶺 東京都港区六本木7-8-4　Tel.03-3408-5406
・レストラン＆バー Public House ぴあにしも 川崎区小川町16-15ヒロサワビル103号　Tel.044-201-1668
・調剤薬局 オレンジ薬局川和町店 横浜市都筑区川和町1218-1F　Tel.045-929-1005
・カフェレストラン カンファー・ツリー 横浜市中区海岸通1-1横浜貿易協会ビル　Tel.045-211-2200
・ジャズ喫茶 マシュマロ 横浜市中区山下町 214 巴里堂ビル2F　Tel.090-2202-3294
・八百屋 八百屋ジャズ 東京都世田谷区等々力２丁目16-14　Tel.03-3701-3860
●宮城県仙台 /群馬県
・カフェ Antique cafe OLD TIME 宮城県多賀城市高崎 2-16-3　Tel.022-309-6728
・音楽教室 PCK Music Studio 大泉スタジオ 群馬県邑楽郡大泉町坂田 5-21-6　Tel.070-5597-2230

▲上記、サポーター記載は無料です。　※2024年5月29日現在

「悪魔に魂を売った」という有名な逸
話がある、19世紀の天才ヴァイオリニ
スト"パガニーニ"。卓越した超絶技巧
と華麗で独創的な演奏スタイルで、
ヨーロッパの聴衆を魅了しました。そ
んなパガニーニの華麗な技法は、ギ
ターの奏法に由来しているという説も
あります。演奏旅行の際には頻繁にギ
ターも持ち込み、折に触れて弾いていた
とされており、実際ギターの独奏曲な
ども作曲しています。そして彼の独創
的なヴァイオリン技法の一部は、ギター
の奏法を応用して編み出したというの
です。パガニーニがヴァイオリン曲で
多用しているフラジオレットや左手指で
弦をはじいて演奏する技法など、確か
に非常にギター的といえます。
そして、そんなパガ
ニーニも同時代に活躍
した大作曲家である
ベートーヴェンの作品
を愛していたとされてい
ます。ベートーヴェン
といえば有名なヴァイ
オリン協奏曲がありま
すが、当時はまだ有名で
はなく知る人ぞ知る作
品だったそうですが、パ

ガニーニはそこ作品の魅力をいち早く
理解して演奏していたそうです。
パガニーニが目指した音楽はベー
トーヴェンの作品とは一見全く違うよ
うに思えますが、パガニーニの心には
ベートーヴェンへの尊敬や憧れがあっ
たに違いありません。そんな逸話も聞
き、パガニーニは悪魔なんかではなく人
間らしい天才ヴァイオリニストだったん
だと、私は思いました。
そんなパガニーニの破天荒な生涯を
描いた映画が、2014年に公開されまし
た。パガニーニ役に抜擢されたのは、
「現代のパガニーニ」とも称されるデイ
ヴィッドギャレット。クラシックのみな
らクロスオーバーやポップスも弾きこな
す彼の演奏はを聞いていると、悪魔に

魂を売ったのではない
かと思ってしまうほど私
は惹き込まれました。
キャッチコピーである
「音楽史上、最も不道徳
な男が奏でる、最も美し
い旋律」それがどんな
音なのか、みなさんも興
味が湧いてきません
か？

Bouno Naoki

ヴァイオリン奏者　坊野 称央己

ヴァイオリン王子が贈る "Buono!"なヴァイオリンのお話

悪魔と呼ばれしヴァイオリニスト

Fujita Junji

音友レコード倶楽部：藤田 順治

川崎市国際交流センター 川崎市生涯学習プラザ

第148回ランチタイム・ロビーコンサート

川崎市国際交流センターに
ついて

●曲目予定
・ロンドンデリーの歌
・象
・乙女の願い
・別れの曲
・見上げてごらん夜の星を

●お問い合わせ
公益財団法人川崎市国際交流協会
TEL 044-435-7000
E-mail:kiankawasaki@kian.or.jp
ホームページ https://www.kian.or.jp/

●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団 総務室 総務係 ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5560　E-mail: concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28-41
ホームページ https://kpal.or.jp/

［プロフィール］
大西ますみのチェンバロと
大西雄二のコントラバスを軸
にメロディを奏でる楽器を加
えて演奏活動を2003年にス
タート。大西ますみが病気で
右半身麻痺になり活動を休
止後、左手のピアノの世界に
出会い、コントラバスと共に
新たな演奏スタイルで活動を
再開。お話を交えながら親
しみのある音楽を中心に演奏
します。

●日時：2025年5月15日（木曜日） 
　12：00開場／12：10開演／12：40終演予定
●料金：無料
●場所：川崎市生涯学習プラザ・１Fロビー

連載03

桑山千穂（くわやまちほ）：
唄うたい・絵描き・表現者
東京都狛江市に生まれ育ち、長
野県が第2のふるさとである。 
長野県でたくさんの人に支えら
れながら、多くのライブを経験し 
2015年に神奈川県に来てから
ソロ活動を開始♪ 
優しいギターの音色と共に、人の
心にそっと寄り添えるような
ほっこりするような唄を 届けら
れる唄うたいを目指し、神奈川
県・東京都のイベント会場など
で ライブ活動を行っている。

https://ontomo.jp
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2025年
5月は
お休みです。

出演：アンサンブル・アディ／左手のピアノ、コントラバス

5月5日と言えば端午の節句（こどもの日）。という事で今回は子供が題名につけられている曲“Ａ Child Is Born”をとりあ
げてみた。
作曲者はトランペッターとして有名なサド・ジョーンズでこの曲は、キリストの誕生を描いた曲、ヘンデルの「メサイヤ」から
ヒントを得て作ったらしい。彼は昔、カウント・ベーシー楽団に在籍しその後、サド・ジョーンズ＝メル・ルイス・オーケストラ（通
称サドメル）を結成し、この楽曲を演奏している。ピアノの後にテーマをフリューゲルホルンで吹いているのがサド自身で、ゆっ
たりとした、穏やかなバラード。たまたま、私が2年の時、在籍していたビッグバンドの部室にふらっとサド・ジョーンズがお見
えになり演奏を聴きに来た。また、一橋大学の大学祭で、講堂で演奏し、それを聴きに皆で行った。その時の来日公演のサド
メルは、豪華な顔ぶれで、リード・トランペッターに若きジョン・ファディス、バリトン・サックスのペッパー・アダムスやベースの
ジョージ・ムラーツなど多士済々でした。超満員で座るところがなく最前列で座り込んでいました。サド・ジヨーンズの踊るよ
うな指揮が忘れられない。凄いバンドでした。

元住吉ミュージック・フェスティバルの「お礼号」のお知らせ

ジャズのスタンダード曲“Ａ Child Is Born”
音楽好きな友の会（音友会）

13歳からヴァイオリンを始め上野学園大学音楽学部
を卒業。アーティストサポートやイベントに多数出演
する他、武蔵小杉・元住吉エリアにて出張レッスンや
オンラインレッスンも展開中。

Violinist・坊野称央己・OfficialSite
naokibono-violin.com

♬ 2025年5月未定のお知らせ！！♬
第126回音友レコード倶楽部は会場都合で未定です。
※詳しくは「音友会」のホームページでお知らせします。

音友会が毎月発行している「Ｍマガジン」で今年も開催出来ました「第
４回元住吉ミュージック・フェスティバル（ＭＭＦ）」の出演者、および
関係者の皆さんからの「ＭＭＦに参加して」などの一言を頂きＭマガジ
ンの「特別付録」で、会場に来られなかった皆さんにもご紹介を予定し
ています。
ぜひ今回出場の14団体、総勢75名の皆さんの今後の応援活動を宜し
くお願いします。
音楽好きな友の会代表／元住吉ミュージック・フェスティバル実行委員会代表

塚田親一

●Ｍマガジンご愛用の皆様が期待を頂いている「Ｍマガ
ジンの表紙モデル」は、ＭＭＦ出場、自分もモデルをして
みたい、と言うプロからアマまで有志による音楽活動の
演奏者、またサポートをされている音響、舞台などの方々
を紹介しています。詳細は音友会ＨＰをご覧下さい。 ▲司会のミニッツの２人、委員長：塚田親一、

副委員長：江川公美

3月12日に行われた「出演団体説明会」の
一こまをご紹介します。

世界が国際的相互理解、協力関係をますます深めていく
なかで、地域社会にも国際化が求められてきました。こ
のため、地域社会の国際化を担う市民の活動を支え、言
葉や民族、文化の異なる多くの世界の都市や市民との交
流、協力を推進するため、学習と実践の拠点として、平成
6年に「川崎市国際交流センター」が中原区木月祗園町
にオープンしました。

Ｍマガジン編集部からのお詫び
「元住吉ミュージック・フェスティバル」の制作物の一部の後援に記載漏れが有り謹んでお詫び申し上げます。

編集長 塚田親一

A Free Magazine that Promotes Regional Revitalization through Music

後援
●川崎市中原区
●「音楽のまち・かわさき」推進協議会
●公益財団法人 川崎市国際交流協会
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ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School
http://souleave-music.com/

元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
レッスンは8：00～22：00開始迄、詳細は要連絡

全国のミュージシャン、そして音楽活動に関わる人をネットワークしたい。演奏の場
を創り、ライブと楽曲の発信活動を後押しが目的です。元住吉から世界に向けて配
信しています。登録アーチスト募集中！！ 演奏者の方々で「モットンクラブ」から配信
希望の演奏動画を募集しています。（近郊で企画、運営可能なスタッフも募集中）

「思い通りに演奏できる！オカリナ上達のポイント50」監
修出版。神奈川・東京を中心に演奏活動しています。
第二・四（水）、（金）には、武蔵中原駅近くのコーヒース
ポットライフにて、オカリナ体験できるレッスンや　オカリ
ナのお悩み相談を受けるレッスンやイベントを開催中♪
2025年4/9（水）、11（金）オカリナ吹こう会&花ミニラ
イブを開催します。オカリナ持ってご参加ください。ご
予約受付中です。
予約受付　090-2436-5985　花

Demura Katsuaki

出村 克明Kotanagi Emiko

小棚木 恵美子
前号からのつづき

Cコードを使ったジャンル別パターン
（色々な場所のCコード）

体にジャズを叩き込め！
ビッグバンドピアニストから見る風景

Course: Addicted to Guitar

Hatoh Hideka

ピアニスト　羽當 英果

Nagase Susumu

ブルースロックピン芸人　永瀬 晋

オカリナカフェでやりたい事
オカリナに誘われて

連載26

連載02

連載84

いつもお世話になっております。
引き続きギターを始めたばかりの方
への攻略コラムを紹介していきたいと
思います。今回はジャンル別パターン
というよりは覚えておくと便利パター
ンネタ「色々な場所のCコード」のご
紹介。Cのコードというとギターに初
めて触れる時などにおなじみのロー
コードポジションがありますが、ギ
ターを見てのとおりフレットは20フ
レット以上ありますので、指板上の
様々なポジションでCのコードを作る
ことができます。今までも数回紹介
させていただいた「CAGED」ポジ
ションがまさに図の例ですね。実際
にどういったときに使うかというと、

「曲の一部に高音域の和音が欲しい」
「バンドに2人のギターがいる際にボ
イシングを変える」など覚えておくと

非常に便利な知識だと思います。是
非普段の練習曲に取り入れてみてくだ
さいませ！ではまた次回！

▲日フィル熊本ボランティアスタッフ

大学時代、ビッグバンドのピアノの
先輩は、ジャズピアニストの板垣光弘
さんでした。当時の彼はトランペット
からピアノに転向したばかりで、どう弾
くのか僕もよくわからない、という事
で、最初にリー・モーガン（Tp）とカウ
ント・ベイシー・オーケストラのCDを
貸してくれました。モーガンの方は、私
が思い描くジャズでしたが、ベイシー
の方は、彼のピアノの音数の少なさに
驚くばかり。これなら簡単だ
と思って採譜し、同じ音を弾
いてみましたが、ニュアンスが
全く出ず、愕然としたのを覚え
ています。
当時、バンドではベイシー
の音楽を中心に演奏してお
り、板垣さんは、トランペット
を経験したからこそ出来るピ
アノを弾いていて、凄いなと思
う反面、私はうまく表現できな
い自分に悶々とする日々が続
きました。その状況をなんと

かしたくて、現代物のバンドに取り組
んでいる他校に行って、一緒に演奏さ
せてもらったりもしました。確かにベ
イシーのピアノよりも弾きやすかった
のですが、結局のところ自分の体の中
にはジャズのリズムやフレーズが無い、
という事に気づきました。
それからはジャズの音源を貪るよう
に何でも聴きました。ビッグバンドが
多めでは有りましたが、他のものを聞く

　日本の裏側ブラジル・サンパウロに
着きました。が・・・・
　税関でビデオカメラ等の機材が引っ
かかり、どう査定したのか100%の課税
で100万円の請求をされました（今の
トランプ大統領以上ですね）びっくり仰
天想定外すったもんだで袖の下、袖が無
いので（ブラジルではどう例えるのか）
取り敢えずアンダー ザテーブルで5万
円にしてもらい、その金額も大きかった
のですが1/20になった安堵感でブラ
ジルでの第一歩は露店のフレッシュ
ジューススタンドで一息。
　本当は菅野さんの居るリオデジャネ
イロへ最初に行く予定だったのですが、
友達の親父がサンパウロに知り合いが
いるから会ったら良いよと云う事で結
構な餞別まで貰ったので訪ねました。
その方は貿易のビジネスをしていて事
務所には数名の人がいました。レスト
ランで豪華な食事や色々お世話になり
当分の間居てもいいよ感がありました
が「U.F.O.」撮影の話をする機会もなく
３、4日してお暇し、その夜は事務所で
働いていた日本人三世のお嬢さんにブ
ラジル音楽のクラブを案内してもらう
事になりました。
　軽く食事してクラブへ行きました。客
も少なくガランとしていてなかなか演
奏が始まらなく、始まったのは午後10
時過ぎ、客も入って来ました。後に知り
ましたが店によって始まるのがまちま
ちで、サンパウロではないですが深夜０
時から始まったディスコクラブもありま
した。ブラジルで初めてのナイトクラ
ブ、僕のイメージしていたのとは大分違

いました。ブラジル音楽に対してそん
なに深い造詣は無かったのですが、イ
メージしていたのは、サンバは兎も角と
して僕の先入観は1960年代中頃
ヴァーヴ・レコードリリースのスタン・
ゲッツ（カルロスジョビン、アストラッ
ド・ジルベルト、ジョアン・ジルベルトと
レコーディング）やセルジオメンデス＆
ブラジル66等当時日本でもボサノバが
ブームになっていました。アルバムデ
ザイン（写真ピート・ターナー）が気に
入って買ったCTIレコードのカルロス・
ジョビン/ウエーブ、そしてバーデン・パ
ウエルやガル・コスタ、他色々置かれて
いるレコード店も出てきました。その
後ウエザーリポートのウエイン・ショー
ター Ts.がブラジルからミルトン・ナシ
メントVo.をフューチャーした「ネイティ
ブ・ダンサー」がリリースされました。
こんな感じをイメージしていましたが、
そのクラブでは生の現実的なブラジル
が感じられました。（蛇足:この頃ブラジ
ルではジョン・トラボルタの『サタデー・
ナイト・フィーバー』が封切りされたら
しくポスターもあちこち貼ってあり
フィーバーしていました）

　思い起すとそのクラブで演奏を聴い
ている間中、夜も更けてきて西も東も分
からないのにその日の宿が見つかるか
なと心配していたのです。店を出まし
た、夜中にビデオ機材とか色々荷物を
抱え、まだ会って間もない日系三世の
様子の良いお嬢さんとの取り合わせが
可笑しかったです。僕は旅をして予約
をしたことが無いのと、勿論ポルトガル

ときでもバンドの中でピアニストはど
の様な弾き方でバンドを支えているの
かを中心に聴いていた覚えがありま
す。その中でも聴き込んだのは、エラ・
フィッツジェラルド（Vo）のバックをして
いたポール・スミスのピアノ演奏です。
歌を支えるような、絡み合うようなピア
ノに感銘を受けて、フレーズのコピーを
よくしました。
聴いた音楽が蓄積され、消化され、
自分の演奏に生かされてきたの
は、バンドを始めて7,8年経った
頃だったでしょうか。ある日、譜
面を見ている最中に、こう弾くと
面白いのかも、という音が見え
たのです。そして、他のジャンル
の音楽にも触れるようになって、
ようやくベイシーのピアノの面
白さがわかるようになりました。
ジャズが体の一部になったのが
実感できた瞬間で、続けていて
良かったと、この時本当に思っ
たのでした。

パーカッション奏者
コンセプチュアルアーチスト
現代アートでは空気、無を梱包して送る
エアメールアートを展開している。

語は出来ないので予約は無理だったで
しょうけど。で、彼女に安ホテルがない
か聞いてみると、廻りを見回して直ぐに
見つかりました。その通りで彼女はニ
コニコしながら狭い路地の向こうと指
さし帰って行きました。
　そのホテルは見るからに安ホテルの
感じで安心しました。ブラジルや多く
の国ではラブホテルも裏町ホテルも区
別がないのですが。まず、そのホテル
へ、片開きのドアを開けて入り５歩くら
い歩くとコの字型で一人用の受付カウ
ンターがあり、通路越に作り付けの椅
子に囲まれた4畳半位のロビーらしき
スペースがあり、大抵は女の子達がお
喋りしていました、カウンターには常時
生真面目で神経質そうな小柄で白人の
支配人が座っていて、それに雑用係の
黒人兄ちゃんと掃除のおばあちゃんが
いました。兄ちゃんとはすぐ友達にな
り、僕に下ネタのポルトガル語を教えて
くれ、それをオウム返しに言いケラケラ
大笑いしたりで、語彙もエスカレートし
て勉強になり、うけるので声も大きくな
りました。支配人にも聞こえて注意さ
れると、「あのポルトゲスが・・・・」的な
事を云ってヒヒヒとおちょくり笑いをし
ていました。ほんとに愉快なホテルで
した。そのホテルは・・・・・・
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Instagramも是非のぞいてください
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私は「オカリナカフェ」を開催してい
ます。武蔵中原駅そばの『コーヒー・
スポット・ライフ』という喫茶店をお借
りして　オカリナの体験レッスンや、
個人レッスン、グループレッスン、オカ
リナ吹こう会＆花ミニライブイベント
などをやっています。昨年4月から始
めたのですが、最初は自分の生徒のオ
カリナのお悩み相談をメインに、交流
をより深めたいと考えて始めました。
ですが、自分の思いと実際は同じには
なりませんでした。ですが、オカリナ
に興味があって触れてみたいという方
や、私とは初対面の方で、オカリナ演
奏に悩みを持っている方が、意外とお
問合せくださって、もともと生徒との親
交を深めたかったのですが、生徒だけ
でなくオカリナ好きの方たちと親交が
深められる場所になりました。予定よ
りももっと広い世界が広がっていまし
た。
オカリナってとっても音色が素敵で、
コンパクトな楽器で、お値段もお財布
に優しくて、なんといってもすぐ音がで
る、だけど、楽器を買って、続かなかっ
たら楽器もお財布もかわいそう。とい
うことで、体験の時は楽器はレンタル
の陶器の楽器をお貸しします。まず
は吹いてみて、自分にビビビッっと来

たら、楽器を買って始められます。時々
「オカリナカフェ」に来て私と一緒に練
習しても良いし、私の伺っているグ
ループの紹介も出来ます。お友達誘っ
てグループレッスンで「オカリナカ
フェ」に来ていただいても良いです。
ちなみに、10人まででしたら、レンタル
の楽器のご用意も出来ます。こんな
風に色々対応しながら、オカリナコ
ミュニティーが広がっていけたら嬉し
いです。
年に一度私の生徒達の発表会を開
催していますが、なかなか他のグルー
プの人とお話しするところまでは、コ
ミュニケーションが取れません。「オカ
リナカフェ」のイベントでは、色んなク
ラスから一人、二人とかで参加してくだ
さっているので、これから生徒同士で
もどんどんコミュニティーが広がって
いくし、私の伺っていないグループさん
ともコミュニティーが広がっていくか
もしれません。考えるだけで楽しい！！

フランク・シナトラ（1915-1998）は
好きなシンガーのひとり。シナトラは6
回来日公演を行っているが、そのうち3
公演4回に出掛けた。今回はその来日
公演を振り返ってみたい。
初来日は1962年、子供たちを助ける
慈善団体のためのチャリティーコン
サートであった。東京の日比谷野外音
楽堂での昼
間 の コ ン
サートであ
り、野外で昼
間の公演は
シナトラとし
ては珍しい
（写真①）。一方、夜は東京赤坂のレス
トランシアター "ミカド"で大人向けの
コンサートが行われた。ちなみにこの
昼夜公演はTBSが収録したが5年ほど
前、TBS-CSチャンネルにて約50年振
りに放送された。
初来日から12年後の1974年、一時
的引退から復帰し、第3回東京音楽祭
のスペシャルゲストとして招かれた。
一般公演は東京・九段下の日本武道館
で1回のみだったようだ。
さらに11年後の1985年、初めてシナ
トラを見に行ったのがこの公演。この
時も日本武道館での単独公演だった
（写真②）。長いことレコードで聴いて
きたシナトラを生で聴けた感動があっ
た。またこの公演はシナトラとしては初

めて映像ソフトと
して発売された。
また公演を収録
したNHKにより、
最近でもたまに
NHK-BSで放 送
されることがあ
る。
シナトラ、ディーン・マーティン、サ
ミー・デイビス・ジュニアといえば1960
年代にラスベガスのサンズ・ホテルでの
ショーが大評判となった。1980年代
にその再現コンサートが企画されこの
3人でツアーを開始したが、ディーン・
マーティンが体調不良で早々にリタイ
ア。代わりにライザ・ミネリが加わって
ツアーを継続、1989年、日本にもやっ
てきた。千葉・舞浜の東京ベイNKホー
ルで行われたコンサートを見に行った
が、一人ひとりでもトップアーティストで
ある3人が同じステージで一緒に唄う
光景はアメリカのエンターテインメント
の頂点を見た思いがした（写真③）。ち
なみにコンサートは2月25日だったが、
前日は昭和天皇の大喪の礼だった。

1980年代
後半より単
独公演より
誰 か と の
ジョイントが
多くなった

が、1991年、ス

ティーブ・ローレンスとイーディ・ゴーメ
のおしどり夫婦とのジョイントコンサー
トが神奈川・新横浜の横浜アリーナで
行われた。後半3人でのステージとな
り、シナトラのヒット曲メドレーが楽し
かった（写真④）。もともと1回だけ見る
つもりでいた
が翌日も見
たくなってし
まい、この公
演は2日続け
て鑑賞してし
まった。
1994年、
結果的にシナトラ自身にとって一般公
演としては最後となったコンサートは、
九州の福岡ドームで行われた。ナタ
リー・コールとのジョイントコンサート
という豪華な組合せだったが、一緒に
唄うことはなく、コールのステージの後
にシナトラのステージであった。見に
行きたかったが九州まで出掛けていく
元気がなく後にテレビで鑑賞した。
現在シナトラをはじめ共演したシン
ガーの多くはすでに鬼籍に入られたり、
引退状態にある。今やレコードやCD、
映像でしか彼らのパフォーマンスを楽
しむことができないのは何とも残念に
思う。筆者が収集したシナトラ他の公
演の映像をYoutubeにアップしている
ので（ID：love_bandsingers）、よろし
ければご覧いただきたい。

Ohba Akihiro

DJ担当：大場 アキヒロ

フランク・シナトラ来日公演鑑賞記

特別寄稿　Conversations　音友レコード倶楽部・音楽談議

今回は2/19(水)、ボランティアに
行ってきた公演について書きたいと思
います。
2/8、長崎からスタート～９ヵ所を巡
り3/19が熊本で千秋楽というスケ
ジュールです。当日は15:30に劇場入
り。約2000部のパンフレットにチラ
シを挟み込む作業から始まります。学
生ボランティアや有志を含め50人くら
いでワイワイ、黙々と挟み込みです。
ゲネプロが始まる前にステージで学団
員と顔合わせ。今回は九州公演50回、
節目の公演ということもあり双方の思
い入れもひとしおです。
GPの後、指揮のカーチュン・ウォン
氏が愛くるしい笑顔でボランティアス
タッフの前に姿を見せてくれました、今
回のチケット、1900枚は完売！平日の
夜だと言うのに満席でオケを迎えま
す。これは25年ぶりの事だと関係者
もビックリしていました。
私の担当はチケットもぎりと下手前
ドア係。中ドアの前に椅子を置きスタ
ンバイ、今回はピアノの手元が見える
ので大満足(笑)
19:15開演、エルガーの『威風堂々』
第1番で華やかに幕開けソリストの仲
道郁代さんが「日フィルの欧州ツアー
で何度も一緒に演奏した思い出の曲」

と言うショパンの『ピアノ協奏曲第1
番』は楽章ごとに曲調の変わる大曲で
息の合った演奏でした。アンコールは
シューマンの『トロイメライ』とろける
ような優しい音符でした。チャイコフ
スキー『交響曲第5番』では首席指揮
者のカーチュン・ウォン氏がピョンピョ
ン跳び跳ねたり大きなリアクションで
躍動感の有る音を引き出し、終盤に向
けて切迫感が高まっていく世界を披露
してくれました、時はすでに21:30を
回り…それでもアンコールに応えてく
れエルガーの『愛の挨拶』で締めくく
り、愛に満ちた演奏会でした。
記念すべき50回の公演の千秋楽の
成功は、満席のお客様と楽団の作り上
げる空間、日フィル九州担当の方の

細々としたすり合わせ、いろんな思い
が成功へと導いたんだなぁ。と目には
見えない力も感じました。
1975年、初代ボランティアによる実
行委員から引き継がれて行った「音楽
を絶やしたくない」思いは半世紀と言
う長い時を経て、日本の文化財と誇れ
る九州公演。これは世界にも類を見
ない市民とオーケストラによる音楽文
化を創る共同プロジェクトです。
新たな首席指揮者のカーチュン・
ウォン氏を迎え、今後もどんなハーモ
ニーを作り上げて行くのかが楽しみで
す。歴史的場面を共有出来るのも作
り手のスタッフの醍醐味^^
来年の公演に向けて、スタッフも始
動が、始まります…

Egawa Kumi

料理研究家・ピアニスト：江川 公美

ボランティアと生の音楽の楽しみかた
★第50回日フィル九州公演in熊本

特別寄稿　Conversations　音楽談議

▲Wayne Shorter &
　Milton Nasciment :
　Native Dancse

▲Baden Powell :
　Tempo Feliz

▲Gal Costa : 
　AQUARELA BRAGIL

▲Antonio Carlos Jobim :
　WAVE

▲Sergio Mendes&Brasil66 :
　Herp Alpert Presents

▲Stan Getz :
　GETZ/GILBERTO

▲新宿の京王ビアガーデンにて（1997年）

ホールで楽しむクラシック・コンサート

▲①日比谷野音にて（1962）

▲②初めて見た公演
　（1985）

▲④スティーブ、イーディと
　（1991）

▲③公演前の
　インタビュー（1989）
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